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歯周炎の予防や治療に有効な天然植物由来成分の探索を進めています。候補物質の
抗菌活性や培養細胞を用いた抗炎症活性、遺伝子発現系などを測定・解析する評価系だ
けでなく、実験的歯周炎発症モデル動物も保有し、歯周炎に関する研究を総合的に展開し
ています。

・ 歯周炎予防薬
・ 歯周炎治療薬
・ ペット用口腔ケア製品

歯周炎に有効な天然由来植物成分をスクリーニング
する際の主要評価項目は次のとおりです。

①細菌バイオフィルム形成性
②歯面や細胞表面への付着、細胞内侵入性
③MICおよびMBC
④揮発性硫化物（口臭）産生性
⑤病原因子とその遺伝子発現 など

絞り込んだ有効な候補成分について、実験的歯周病
モデルを用いた効果検証（図１）をはじめ、培養細胞
レベルでの破骨細胞分化能（図２）や炎症性サイト
カイン産生などに及ぼす効果、ガスクロマトグラフィーを用
いた揮発性硫化物産生抑制性（図３）、遺伝子発
現やシグナル伝達系などに及ぼす影響など、当該有効
成分の作用機序の解明に関する研究を総合的に進め
ています。
私たちは、茶カテキンやピクノジェノール（PYC）などの
植物由来ポリフェノールや生薬成分、脂肪酸などに歯
周炎の予防や改善に効果のあることを明らかにし、それ
らの実用化に向けた研究を加速させています。

研究の内容・特徴・独自性
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本研究に関する知的財産

カテキンを代表とするお茶などに含まれる天然由来成分（ポリフェノール類）
を利用して歯周炎を予防することは、近年、問題となっている薬剤耐性微生
物の出現や拡大を抑制するための対策として非常に有用です。ポリフェノール
類による歯周炎予防作用およびその機序を明らかにすることにより、生体に対
して安全かつ有効な処置を行うことが可能となります。
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1. 植物由来成分（PYC）の歯槽骨吸収抑制作用
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２. PYCによる破骨細胞分化誘導抑制作用

３. 口臭抑制
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天然植物由来成分を用いた
歯周炎の予防薬および治療薬の開発


